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神緑会学術誌 第11巻 ユ995年

特集第1部 活動のま とめ

阪神 ・淡路大震災 におけ る死体検案活動

西村
龍野
福永

1)兵 庫県保健環境部医務課監察医

3)香 川医科大学法医学教室

5)奈 良県立医科大学法医学教室

7)横 浜市立大学医学部法医学教室

明 儒1)2),井 尻 巌1)3),上 野

嘉 紹1)2),種 子 島 章 男1}4),羽 竹

龍 繁1)4),敏t)7),溝 井

易 弘1)2),小 川 裕 美1),

勝 彦)5),菱 田 繁1)6),

泰 彦1),山 本 健 二1)

2)神 戸大学医学部法医学教室

4>三 重大学医学部法医学教室

6)兵 庫医科大学法医学教室

1.災 害の 概要

平成7年1月 ユ7日午前5時46分 頃,淡 路島北東部 を

震源 と したマ グニチュー ド7.2の 地震が発生 し,震 度

7の 激震が神戸市 から西宮市お よび淡路島北部の広い

地域 を襲 った,こ の地震 による災害 は一般に阪神 ・淡

路大震災 と呼 ばれ,人 類史上初めての極めて大規模 な

都市型災害 を引 き起 こし,現 時点でs,soo人 以上の死

者を出している、

2.検 案 活 動 の 概 要

1)1月17日(火)

平成7年1月17日 午前8時30分,兵 庫県警察本部か

ら兵庫県監察医に対 し,西 区と北区 を除 く神戸市内お

よび西宮市内の一部の地域 における災害死体 につい

て,死 体検案の要請があった.相 当数の死体検案 とな

るこどが容易に予測 されたため,円 滑,迅 速 な死体検

案並 びに身元確認 が行えるように各警察署毎 に数カ所

の遺体安置所 を定 め,安 置所毎 に遺体に番号 を付 し,

警察による行政検視 を準備 した状態で監察医による死

体検案 を待つ ように指示 した.同 時 に全監察医に非常

召集 を掛 けたが,監 察医自身が被災者であったこと,

公共交通機関の破壊並びに交通渋滞のため,午 後2時

にようや く西村明儒,龍 野嘉紹,上 野易弘}藤 原敏の

4人 が集 まり,死 体検案業務 を開始 した.

兵庫県監察医業務 区域の所轄警察署は西か ら垂水,

須磨,長 田,兵 庫,生 田,葺 合,灘,東 灘およびポー

トアイラン ドと六甲アイランドを受 け持つ神戸水上の

9署 であ るが,灘,長 田,須 磨各警察署管内の遺体 は

既 に100体 を越 えていたが}葺 合,生 田,兵 庫警 察署

管内の遺体はいずれ も50体 未満であったため,先 ず,

監察医務室に近 く,且 つ発生数の少ない警察署か ら死

体検案を始め,順 により遠方の警察署へ赴 く予定で担

当医 を決めた.具 体的には西村が葺合から灘へ,龍 野

は生 田か ら神戸水上へ,上 野は兵庫か ら須磨へと移動

し}藤 原は長 田を担当 し,東{':は 井尻が担当する予定

であ った.

同時に,羽竹勝彦が検案助手 として大内晴美 を伴 い,

西宮署管内の遺体安置場所 に赴 き,死 体検案を開始 し

た.

遣体安置場所 は学校,体 育館,保 健所,お 寺 をは じ

め,区 民 センター,灘 生協 など神戸市内で40カ 所にの

ぼ り,灘 区の王子スポーツセ ンターで は300体 以上が

安置 されていた.何 れの安置場所 も初期の頃は停電 し

てお りt投 光器や懐 中電灯 を用いて検案 を行わなけれ

ばならない状態であった.

17日 死体検案数:神 戸市内約140体,西 宮市内71体

2)1.月18日(水)

西村,上 野共 に次の警察署管内の遺体安置場所で検

案 を開始 したのは既 に日付が変わった18日 であ り,藤

原敏ほ引 き続 き長田警察署で死体検案 を行 った.

菱田繁は18日 に生田署,引 き続 き東灘署において検

案 を行 った後,璽羽竹勝彦,西 克治(滋 賀医科大学教授)

と共に西宮署管内の検案 を行 った.

午前中に香川医科大学か ら井尻巖,木 下博 之,午 後

には三重大学か ら福永龍繁,種 子 島章男が到着 し,井

尻,木 下は東灘署管内,福 永,種 子島は灘署管内にお

いて死体検案 を開始 した.ま た,河 野朗久(大 阪府監

察医)が,東 灘署管内での検案に加 わった、

18日 死体検案数:神 戸市内約790体,西 宮市内37体

ようや くこの時点で監察医の死体検案体制 は概 ね

整 ったが,遺 族に交付する死体検案書 の作成および遺

族 との対応の問題が生 じてきた.こ こまでは田中悦子

(監察医事務員),中 川加奈子(神 戸大学文部技官)
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によって死亡届用死体検案書の作成を行っていたが,

既 に1、000近 くになった検案書 の作成に追 いつかず,

更にその後 も検案数の増加が容易 に予測できたため,

合議の末,各 大学の職員あるい は学生のボランテ イァ

の応援 を可能な限 り募 るこ乏 とした.宮 本宣友,佐 藤

和貴郎(神 戸大学医学部学生),中 川理絵(常 盤短期

大学学生)が 検案書の作成に参加す ることとな り,三

重大学か らは山本秀孝(助 手),兵 庫県保健環境 部医

務課職員2名(野 中俊宏,三 浦仁志〉の応援 を求める

こととした.各 検案担当医間および 日本法医学会 との

連絡 は}電 話回線の混雑のため困難であった.

3)1月19日(木)

日本法医学会三澤章吾理事長 との連絡が ようや くと

れ,兵 庫県監察医および兵庫県警察本部両機関 より日

本法医学会 に医師派遣の要請 を行 った.若 杉長英(大

阪大学教授),本 田克也(大 阪大学助教授),山 崎元彦

(大阪大学),巽 信二(近 畿大学講師〉,前 田均(大 阪

市立大学教授),小 西聡(近 畿大学),鈴 木広一(大 阪

医科大学助教授),中 園一郎(長 崎大学教授)ら の応

援 を得,別 紙 のように各 警察署 別の医師配置体制が

整 った.今 後の応援医師は日本法医学会理事長によっ

て選出,派 遣 されることに決定 した.西 宮署管内で検

案 した死体検案書の発行 は兵庫 医科大学法医学教室に

おいて検案担当医,大 内晴美(兵 庫医科大学),根 来

宗孝(兵 庫医科大学)に よって19日,20日 の2日 の間

にほぼ完了 した.

19日 死体検案数:神 戸市内約8ユ0体,西 宮市内3体

4)1月20日(金)

日本法医学会の応援 によ り早朝か ら各警察署 に法医

学の専門家が別紙の如 く,1乃 至2名 常駐で きるよう

にな り,兵 庫 県監察医は上野が主 として須磨署,種 子

島が灘署 において震災死体の検案 を,福 永は震災以外

の異状死体の検案並びに解剖 を担当 した.

20日死体検案数:神 戸市 内約370体r西 宮市内1体

夕刻,兵 庫 県監察医,日 本法医学会および兵庫県警

察本部の3機 関合同会議が開かれ,医 師の配置,.死 体

検案書発行の件 などを再検討 した.

5)1月21日(土)

各警察署に日本法医学会から派遣された医師を配置

し,兵 庫県監察医は検案 によっても死因不明なる死体

の解剖,身 元確認の為の検査,地 震災害以外 の異状死

体の検案 ・解剖を行った.

21日 死体検案数:神 戸市内約180体,西 宮市内1体

表1検 案医師勤務体制(警 察署別)

平即 年1月 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 2$日 29日

羽竹断彦 羽竹勝彦 羽竹勝彦 羽竹勝彦 羽竹勝彦 羽竹勝彦 羽竹勝彦 羽竹勝彦 羽竹勝彦 羽竹勝彦 羽竹勝彦 羽竹勝彦 羽竹勝彦

西宮署 菱 田 繁 菱田 繁 菱田 繁 菱田 繁 菱田 繁 菱田 繁 菱田 繁 菱 田 繁 菱田 繁 菱田 繁 菱田 鱗 菱田 繁

西 克治 西 克治

菱 田 繁 井尻 巌 井尻 巌 井尻 巌. 的場梁次 小山宏義 大橋教良 大橋教良 大橋教良 鳳 田直人
1

黒田直人 黒田直人

東灘署 井尻 巌 若杉長英 若杉長英 若杉長英 小山宏義 佐藤友紀 向井敏二 [河野朗久 上野易弘 西村明儒 山崎元彦 佐藤友紀
'

ひ

木下博之 山崎元彦 山崎元彦 木下博之 !

木下博之 木下博之 f1

西村明儒 福永龍繁 福永龍繁 前田 均 佐藤喜宣 佐藤喜宣 佐藤喜宣 入醐 人1向m二1大 澤資樹 黒田直人 黒田直人

福永龍繁 睡子島章男睡子島章男 反町吉秀 反町吉秀 宮崎哲次 向井敏二

灘署 薗子島章男 前田 均 前田 均 上村公一 上村公一 1
反町吉秀 種子島章男 ,

,上 村公 一 i

葺合署

西村明儒 西村明儒 上野易弘}上 野易弘

1坂井芳夫
■

上野易弘 赤根 敦 的場梁次 西 克治 【霧生孝弘i 大野囲吉 黒崎久仁彦 松木m
一

松木孝澄

i 1

龍野嘉紹 菱田 繁 上野易弘 中園一郎 赤根 敦 高津光洋 高津光洋 三澤章吾 三澤章吾 三澤章吾 松木孝澄 松木孝澄 松木孝澄

生田署 中園一郎

上野易弘 上野易弘 鈴木広一 鈴木広一 鈴 木広一 西 克治 西 克治 吉岡尚文 石津日出期石津 日出地石津日出雄 大澤資樹 大澤資樹

兵庫署 西村明儒 西村明儒 西村明儒 吉岡尚文 吉岡尚文

藤原 敏 藤原 敏
一一

本田克也 本田克也 本田克也 松本博志 宮石 智 宮石 智 宮石 智 霧生孝弘 入m人 大澤賓樹 大澤資樹

長田署 松本博志 松本博志 早瀬 環 高田真吾 高田真吾 高田真吾

早瀬 環 早灌 環 大野曜吉 大野囲吉

上野易弘 巽 信二 上野易弘 溝井泰彦 溝井泰彦 溝井泰彦i宮 崎哲次 宮崎哲次 入澤淑人 上野易弘 黒崎久仁彦黒崎久仁彦

須磨署 小西 聡 :

垂水署 溝井泰彦 講井泰彦 潮 泰酬

神戸水上署 龍野嘉紹 一1

地震以外の 福永龍繁 福永m 福永龍繁 上野易弘 上野易弘 上野易弘 上野易弘 上野易弘 上野易弘 上野易弘

検案 ・解剖 種子島章男藺子島章男穂子島章男種子島章男種子島章男種子島章男種子島章男 西村明儒 西村明儒 2

上野易弘 菱田 繁 羽竹勝彦
1

事務所待機
西村明儒

龍野嘉紹

西村明儒

麗野嘉紹

西村明儒

龍野嘉紹

西村明儒

躯野嘉紹

西村明儒

龍野嘉細

西村明儒

龍野嘉紹

西村明儒

龍野嘉紹

西村明儒1西 村明儒
1

龍野鋸紹1龍 野嘉紹

西村明儒

龍野嘉紹

一68
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兵庫県監察医,日 本法医学会お よび兵庫県警察本部

との合議の末,表1の 如 く各警察署別の医師配置体制

が整い,以 後1月29日(日)ま で 日本法医学会理事長に

よって選出 された37名 の法医学者が検案に参加 した.

3.検 案 結 果 お よ び 考 察

兵庫県監察医お よび日本法医学会派遣医師は神戸市

内で2,416体 の検案 を行った.こ れ らと兵庫県警の依

頼で検案 を行った臨床医が発行 した1,235,合 わせて

3,651の 検案書記載事項 をもとに年齢,性 別,死 亡場所,

死亡推定時刻お よび死 因等 を検討 した.

1)兵 庫県南部地震災害死者数

(監察医業務区域内)

調査総数,性 別分布お よび年少,生 産年齢,老 年に

分けた分布を図1お よび表2に 示す.男 性40%,女 性

60%と 女性が男性 の1.5倍 になっている.65歳 以上 の

老年人口が44.0%と 多 く,男性では37.2%に 留 まるが,

女性では48.9%と ほぼ半数 を占めている.ま た,身 元

不明死体の発生率は1%以 下であった.地 震の発生が

午前5時46分 頃 とい う早朝であったため,自 宅で就寝

中に被災 した例が多か ったため,身 元不明死体の発生

が少なかった もの と考えられる.
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図2年 齢層別死亡者数分布

3)年 齢層別男女比(監 察医業務区域)

5歳 毎の年齢層別の男女比を図3に 示す.0～4歳,

20～24歳 および34～39歳 以外の全てで女性の比率が高

くなっている.
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図1兵 庫県南部地震災害死者数 ・性別分布
(監察医業務区域内)

表2兵 庫県南部地震被害死者数(監 察医業務区域内)

年齢別 ・性別分布

男 性 女 性 不詳
t
n'十

0～14歳 102(6.9%) 116(5.4%) 0 218(6.0%)
一　 　 r-一 　一 一

1,777(48.7%)

一

15～64歳
____-

65歳 以 」:

800(54.3%a)
_-T_　 一 一

547(37.2%)
一 一

一 一

977(45.1%)
一 一一一一 　

1,058(48.9%)
一一一

14

0

0 1,605(44.0%)
一 一一 一 一

51(1.4%)年齢不詳

'　 一

23(1.6%)10.6%) 14

訓 1,4722,165 14 3,651

2)年 齢層別死亡者数(監 察医業務 区域)

5歳 毎の年齢層別の死亡者数分布 を図2に 示す.20

～24歳 および65～74歳 にピークが認め られる二峰性の

分布 を示 している.

4)年 齢層別死亡率(監 察医業務 区域)

図4に 示 した平成2年 国勢調査 による神戸市におけ

る年齢層別人口構成 をもとに年齢層毎の死亡率(%)

を算出 し,図5に 示 した.

平成2年 国勢調査 に よる人口の年齢層別性別構 成

(図4)で は,15～19歳 よび40～44歳 にピークが認め

られる二峰性 の分布 を示 し,ま た,高 齢になるほど女

性の比率が増加 している.死 亡率(図5)で は,65歳

以上の高齢者 の死亡率が若年者に比 して高 く,年 齢 と

共に増加 し,特に80歳 以上では極めて高 くなっている.

また,20～24歳 に も小 さなピークが認め られる.
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図4平 成2年 国勢調査

図5年 齢層別死亡率

図6区 別年齢層別死亡者数分布

5)区 別年齢層別分布(監 察医業務区域)

各区別に年齢層別の分布 を調査 した結果 を図6に 示

す.東 灘区,灘 区では他の地区に比べて20-r24歳 の死

亡者が著明に多 く,灘 区では特 に男性が多 くなってい

る.

6)死 亡場所(監 察医業務区域)

死体検案書の死亡 した ところの種別欄の記載内容 に

基づいて集計 を行った(図7).86.6%が 自宅で死亡

してお り,一 方,病 院へ搬 送 されて死亡 した もの は

3.8%に 過 ぎない.

儲 灘 癖 蕪%)岳藷難
職

礁 灘 騨
腿 職.驚 。ノ

ヘ ヘ ノ ゆめ ノホ ノヘ

へ 　ゐ 　 ノ'榊
鰍_。 ._ .__.螺 瀦 鰍 、劉

図7死 亡 したところの種別

7)死 因分布(監 察医業務区域)

死体検案書の死因の欄の記載内容 をその まま集計 し

た結果 を表3に 示す.胸 部圧迫や胸腹部圧迫による窒

息死が53.9%と 最 も多 く,次いで圧死が12.5%,焼 死 ・

火傷死12.2%,打 撲 ・挫滅傷8.4%と 続いている.

8)死 亡推定時刻(監 察医検案分)

一般臨床医の検案による死体検案書では死亡時刻の

欄 に死亡確認の時刻 を記載 したものが多数 を占め,死

亡推定時刻の分布の調査には不適当と考え られたため

兵庫県監察医および日本法医学会派遣医師によって検

案 されたもの2,416例 について集計 を行 った(表4).

地震当 日である1月17日 中に99.6%が 死亡 した と推定

されている.さ らに,午 前6時 までに死亡 した ものの

割合を推計するために時刻不詳データを削除 した結果
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を表5に 示 す,

され る.

96.3%が 午前6時 までに死亡 したと推定

表3死 因分布

窒 息1,96753.9%

胸 部 圧 迫857

胸 腹 部 圧 迫435

体 幹 部 圧 迫108

頭 頚 部 ・顔 面

気 道 圧 迫 ま た は 閉 塞324

原 死 因 の記 載 な し211

そ の 他32

圧 死45212.4%

(胸 部 ・頭 部 ・全 身 の 圧 挫 損 傷)

外 傷 性 シ ョ ッ ク822.2°lo

(火 傷 ・打 撲 ・挫 滅 ・出 血 等 に よ る)

頭 部 損 傷・1243.4%

(外 傷 性 く も膜 下 出 血

頭 蓋 骨 折 ・脳 挫 傷 等)

内 臓 損 傷551,5%

(胸 部 ま た は 胸 腹 部 〉

頸 部損傷631.7%

焼 死 ・全 身 火 傷44412.2%a

(一 酸 化 炭 素 中 毒 を含 む)

臓 器不全等15Q.4%

衰 弱 ・凍 死 フ0.2%

打 撲 ・挫滅 傷30082%

不 詳 お よ び 不 明1163.2%a

(高 度 焼 損 死 体 を含 む)

その他264,7%

合計3,65x

表4死 亡推定時刻(監 察医検案分)

死亡日時 死亡者数 死亡者数累計
1/17^-6:00 2,221 2,221(91,9%)

一vo:00 16 2,237'(92.6%)
～12:00 47 2,284(94.5%)
^-23:59 12 2,296(95.0%}
時刻不詳 110 2,4U6(99.6°10)

1/18 5 2;41,T(99.8%)
1/20

1/21

2

1

2,413(99:9%}

2;414('+r99.9%)
ミ

1/22

1/25

1

1
島,415(1り0.0%)馳
2,416(100.0%)

計 2,416

表5死 亡推定時刻(監 察医検案分 ・不詳データ削

除後 〉

死亡 日時 死亡者数 死亡者数累計
iri7r--s:oo 2,221 2,221(96.3%)

一一一9:ao 16 2,237(97.0%)
～12:00 47 2,284(99.0°lo)

^-23:59 12 2,296(99.6%)
1118 5 2,341(99.8%)
1/20 2 2,303(99.9%)
1/21 1 2,304{99.9°'/0)

1122 ユ 2,305(100.0%)

x/25 1 2,306(100.0%)

計 2,306

9)考 察

本災害においては,65歳 以上の高齢者 に多数の死亡

者が認め られた.一 般 に,2世 帯以上が同居 している

家庭では,階 段 の昇降が負担であるとの配慮 から高齢

者が1階,若 者が2階 に居住することが多い と言われ

てお り,ま た,独 居高齢者 は家賃の安い文化住宅 に居

住 していると言われているが,今 後,倒 壊家屋の分布

との比較をし,詳 細な分析 を行 う必要がある と思 われ

る.ま た,死 亡率 において も,20～24歳 お よび34--39

歳以外の全てで女性が高 くなっているが,高 齢になる

ほど女性の比率が上昇する人 口構 成の違いが補正 され

た状態での男女差 には何 らかの要因が作用 していると

思われ るが,現 在 はまだ不明である.

各地区別の年齢層別の分布 において,大 学 が多い東

灘区,灘 区では他 の地区に比べて20--24歳 の死亡者が

著明に多 くな ってお り,灘 区で鉢男性が特 に目立って

いる.神 戸大学は医学部以外が灘区の六甲にあ り,ま

た,一 般 に国立大学の男子学生は安普請に下宿 してい

る と言 われているが,や はり今後,倒 壊家屋 の分布 と

死亡者 の分布 の比較検討 を行 う必要が ある と思 われ

る.

死因について,圧 死のほとんどは何 らかの圧迫によ

る窒息 および内臓損傷 と考え られ,打 撲 ・挫 滅傷で は

全身打撲 との記載が多 く,機 序的には圧死 と同様 と思

われる.焼 死 ・全身火傷には一酸化炭素中毒 も数例含

まれているが,ほ とんどが骨片 になった高度の焼損死

体であり,奉 来なら不明 ・不詳 に含 まれる もの と言 え

る.ま た,臓 器不全には腎不全が含 まれておりY.い わ

ゆる挫滅症候群の例セあった と推定 される。

4.反 省 点 お よ び今 後 の 課 題

D通 信連絡網および交通手段の確保

災害発生と同時,即 ち,㍉最 も緊急連絡を必要とした

時期に電話の使用が困難とな り,且 つ交通手段が遮断
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されたことは,救 援活動のみならず死体検案業務 にも

多大な影響 を与えた.警 察,日 本法医学会への連絡は

もとより,監 察医間の連絡 さえ困難であった.

2)人 員の確保

災害発生 と同時 に極めて多数の死亡者が発生 したた

め,死 体検案 をす る医師のみならず,検 案補助,事 務

処理および遺族 との対応をする要員の数が不足 したう

え,上 記1)に 伴 い,召 集 ・確保 が困難であった.さ

らに,災 害死以外の死体検案業務 も平行 して行わねば

ならず,多 忙 を極めた.ま た,ラ イフライ ンの破壊に

よって,検 案側の水,食 事 など生活基盤の確保 も課題

とな った.

3)死 体検案書発行システ ムの迅速化 ・一律化

兵庫県監察医ではr元 来,監 察医の作成 した死体検

案書原本を基に死亡届用死体検案書 を事務所にお いて

監察医自身あるいは事務員が作成 していたが,初 期の

膨大な検案数があ った時期 には検案医師の作成 した原

本が深夜 になるまで事務所 に届かず,検 案書の発行が

遅れた.ま た,死 亡届用死体検案書 を作成する人員数

が不足 して いたため,各 現場での発行 は困難であった.

さらに,一 度に多数の遺族が書類 の受 け取 りに訪れた

ことも混乱 を拡大 した.日 本法医学会か らの応援 によ

り検案体制が確立 された後 には,各 検案場所で常駐す

る医師が死体検案書 を発行す る方式に変更 し,混 乱 は

解 消された.

4)一 般臨床医の検案への参加について

予測 をはるかに上回る災害死体発隼数のため,遺 体

の安置場所が各地に散在 したことr検 案医師の人員が

不足 していたことi更 に遺族か らの早急な遺体の引 き

渡 しの要望があったことなどか ら,各 警察署では,監

察医以外 の一般臨床医に対 し独 自に検案の要請 をして

いた.本 来,神 戸市 内では監察医が災害死体の検案 に

携わ るべ きで あるが,そ の状況 を許諾せ ざるを得 な

かった.神 戸市内以外についての詳細 は把握 していな

いが,神 戸市内で臨床医が検案 したものについて は病

院へ救急搬送 されr死 亡確認 した医師が検案 した もの

が多 く見 られた.ま た,遺 体安置場所では兵庫県警察

本部からの依頼 を受けた明石市あるいは三木市等の医

師会から派遣 された臨床医が死体検案を行 ってい る.

監察医業務区域であ る神戸市 で もこの状態であ るか

ら,神 戸市以外の地域では病院,診 療所での治療およ

び死体検案,並 びに遺体安置所での死体検案 と臨床医

の負担 は相 当大 きな ものであった と考えられる.

災害時は人命救助 が何 よ りも優先することに疑問の

余地 はないが,医 学的に絶対に救命不可能な損傷 を受

けた者 まで救 急車 で病 院へ搬 送 し死亡確認す るこ と

は,救 急車お よび救急隊員が十分でない状態で,か つ,

高度の交通渋滞の中,救 命の可能性のあ る重傷者 を搬

送す る上で大 きな障害 となったと言わざるをえない.

一方 ,死 体検案は犯罪性の有無の判定の 目的からも可

及的速やかに,か つ,正 確 に行われる必要があるが,

負傷者の救出や治療ほどの緊急性 はない.従 って,大

量災害時 には現場で重傷度の判定 を行い,救 急車は救

命の可能性 のあるもの以外搬送 しない,遺 体の搬送に

は緊急車輔を用いない とい った緊急避難的な措置 をと

る必要があると思われ る.

5)監 察医制度および日本法医学会の果た した役割

今回の災害 に際 し,監 察医は,神 戸市内において発

生 した災害死体のすべてを検案すべ きであったが,上

記の理由で達成されなかったことは残念である.し か

し,日 本法医学会り協力に より検案体制が確立 された

後は,身 元不明死体や死因不明死体の解剖 を行 うこと

がで きるようにな り,更 に災害死以外の検案業務 も円

滑 に行えるようになった.

日本法医学会の支援によ り,監 察医,兵 庫県警察本

部 お よび法医学会理事長 との間で合同会議が開催 さ

れ,以 降,検 案医師の配置,検 案書作成お よび発行方

法の統一がで きた.支 援はあ くまで兵庫県監察医を主

体 としたものであ り,後 の検案活動 ・事務処理を支障

な く行えた,

検案活動 の基盤に監察医制度があったため}こ の よ

うな大災害時において も可及的迅速に検案体制を確立

で き,法 医学の専門家が約3分 の2の 検案に携わるこ

とがで きたことは評価 されるべ きである.

5.本 災 害 の 特 徴

1)広 範囲で大規模な天災であった.

2)初 期に活動すべ き監察医自身が被災者であった.

3)交 通通信網の遮断が業務 を妨げた.

4)ラ イフラインその ものの破壊があ った.

以上の如 く,こ れまでに発生 した航空機,列 車事故,

火災災害などの大量の死亡者 を出 した災害 とはまった

く異なる災害であった.

6.結 び

兵庫県監察医はこれ までに昭和38年 神戸港 ときわ丸

海難事故,昭 和43年 有馬温泉池の坊満月城火災,昭 和

61年 神戸市北区精神薄弱者施設陽気寮火災,平 成2年

長崎屋火災の如 く,一一度に多数の死者 を出した災害の

死体検案 を経験 しているが,今 回の阪神 ・淡路大震災
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はその規模 において も,死 亡者数においても,未 曾有

の災害 であ った.

今回の地震による直接の外力 による死傷者 の実態 を

死亡者 および入院治療 を必要 としたが救命 し得た重傷

者に分けて調査 し,倒 壊 した家屋の分布あるいは死傷

者 を取 り巻 く社会的な環境 との比較検討を行ない,地

震 による直接的 な死亡 のnskfact。rを 明確にす るこ

とは,今 後の防災対策,さ らには都市計画の指針 を確

立する上で極めて重要 な課題であると言える.

また,本 災害の如 く広範囲で大規模 な災害において

はr災 害発生からの時間経過 に伴って災害救急医療,

被災地での内科的医療 さらに精神的ケアと必要 とされ

る臨床科の推移が認め られ る.本 災害 の被災地におけ

る各種疾病 の患者数お よび死亡者数の実態を経時的に

調査把握することは,今 後の災害において どの時点で

如何な る診療科 に重点 を置 くかという災害医療対策に

おいて必要不可欠である.

死体検案協力者(敬 称略)

1)日 本法医学会派遣医師

三澤 章吾

高津 光洋

西 克治

的場 梁次

前田 均

反町 吉秀

若杉 長英

本田 克也

河野 朗久

山崎 元彦

坂井 芳夫

巽 信二

小西 聡

中園 一郎

吉岡 尚文

赤根 敦

鈴木 広一

上村 公一

松本 博志

早瀬 環

小山 宏義

佐藤 友紀

佐藤 喜宣

宮石 智

高田 真吾

富崎 哲次

日本法医学会理事長,筑 波大学教授

日本法医学会庶務委員長,東 京慈恵会

医科大学教授

滋賀医科大学教授

名古屋市立大学教授

大阪市立大学教授

京都府立医科大学

大阪大学教授

大阪大学助教授

河野外科

大阪大学

大阪府保健所長

近畿大学講師

小西医院

長崎大学教授

秋田大学教授

関西医科大学教授

大阪医科大学助教授

京都府立医科大学

京都大学

京都大学

名古屋市立大学

名古屋市立大学

杏林大学教授

岡山大学講師

岡山夫学

広島大学助教授

大野 曜吉

大橋 教良

向井 敏二

石津 日出雄

入澤 淑人

霧生 孝弘

松木 孝澄

黒崎久仁彦

大澤 資樹

黒田 直入

木下 博之

日本医科大学教授

筑波剖検センター(筑 波大学)

東京医科大学助教授

岡山大学教授

鳥取大学教授

岡山大学

群馬大学助教授

千葉大学講師

東海大学講師

慶応大学講師

香川医科大学

2)一 般臨床医

安福 正男,伊 藤

塩澤 拓男,横 山

金澤 精一,郡 山

幸原 久,広 利

佐々木一憲,坂 井

三宅 弘之,姉 崎

小谷 喬一,小 田

上藤 哲郎,森 脇

西原 徳之Y西 原

石川 靖二,石 田

曽谷 浩之,多 胡

大上 和彦,大 西

谷本 恒幸,谷 澤

中村 積方,仲 本

田中 良樹,湯 川

藤末 衛,日 下

福間 誠之,平 井 康博,紡 谷

3)そ の他協力者

南 晴箋

田中 悦子

中川加奈子

藤本 幸子

中留 真人

山本 秀孝

根来 宗孝

大内 晴美

野中 俊宏

三浦 仁志

宮本 宣友

松尾 洋介

廣田 勇士

浅原俊一郎

板倉 崇泰

佐藤禾口貴良B

中川 理絵

和 史,羽 渓 眞,永 田 浩 一,

英 二,河 野 厚,吉 岡 優,

健 治,古 谷 裕 道,御 幡 千 里,

浩 一,荒 木 美 枝 子,高 木 凱 夫,

瑠 美,坂 田 彰,三 上 修 司,

赴 夫,市 橋 大,春 日 英 樹,

俊 彦,松 田 洋 三,沼 田 医 師,

潤,深 山 鉄 平,星 田 義 彦,

徳 文,西 尾 幸 男,石 井 昌 生,

仁 志,切 田 学,川 島 龍 一,

健 吾,多 祢 正 雄,太 田 正 幸,

和 雄,谷 口 雅 厚,谷 口 侑 一,

義 弘,値 賀 忠 成,中 山 伸 一,

博,長 間 俊 郎,坪 井 修 平1

雅 彦,藤 田 嘉 一,藤 田 辰 夫,

孝 明,日 高 隆 三,柏 木 亮 一,

兵庫県技術吏員

監察医事務員

神戸大学文部技官

忍,他 数名

神戸大学事務補佐員

大阪大学

三重大学

兵庫医科大学

兵庫医科大学技術員

兵庫県保健環境部医務課

兵庫県保健環境部医務課

神戸大学学生

神戸大学学生

神戸大学学生

神戸大学学生

神戸大学学生

神戸大学学生

常盤短期大学衛生技術学科学生
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